
 
 

 

  

暖
冬
と
言
わ
れ
て
い
た
季
節
も
、
大
寒
に
は
日
本
各
地
に
大
雪
を 

も
た
ら
し
、
綿
向
山
も
雪
化
粧
に
覆
わ
れ
ま
し
た
。 

 

平
素
は
、
補
導
委
員
を
は
じ
め
と
す
る
各
関
係
団
体
の
皆
様
に
格 

別
の
ご
尽
力
を
頂
き
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
心
か
ら
感
謝
申
し
上 

げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
昨
年
は
日
野
町
合
併
六
十
周
年
の
年
、
戦
後
七
十
年
の
年 

で
し
た
。
当
町
で
は
各
種
団
体
で
構
成
し
た
実
行
委
員
会
の
も
と
、

様
々
な
平
和
祈
念
の
事
業
を
開
催
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
私
た
ち
大 

人
が
、
子
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め
、
平
和
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と 

の
最
大
の
使
命
で
あ
る
と
の
思
い
か
ら
で
も
あ
り
ま
す
。 

 

昨
年
、
十
一
月
に
開
催
さ
れ
た
青
少
年
意
見
発
表
の
中
で
も
、
小 

学
校
六
年
生
と
中
学
三
年
生
の
二
人
か
ら
平
和
を
願
う
意
見
発
表
が 

さ
れ
ま
し
た
。
二
人
に
は
表
現
こ
そ
違
え
、 

共
通
点
が
あ
り
ま
し
た
。 

「
戦
争
を
体
験
し
て
い
な
い
私
た
ち
は
、
戦 

争
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
を
受
け
止
め
る
べ 

き
」
「
残
酷
な
戦
争
を
後
世
に
伝
え
て
い
か 

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」「
戦
争
を
起
こ
さ
な 

い
よ
う
に
努
力
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、 

私
た
ち
」
で
あ
る
と
・
・
・
。
戦
争
の
悲
惨 

さ
を
継
承
す
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
な
こ
と 

で
あ
る
と
痛
感
し
ま
し
た
。 

 

ま
た
、
こ
の
国
で
は
人
口
減
少
社
会
、
東
京
一
極
集
中
、
地
方
の 

活
性
化
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
日
野
町
に
は
自
然
環
境
が
あ
り 

人
々
が
共
に
生
き
る
社
会
が
あ
り
ま
す
。
田
舎
こ
そ
が
人
間
社
会 

の
原
点
で
あ
る
と
い
う
田
園
回
帰
の
流
れ
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ 

う
し
た
流
れ
を
受
け
、
日
野
町
が
取
り
組
ん
で
い
る
空
き
家
登
録
制 

度
に
お
い
て
も
三
十
四
家
族
、
九
十
二
人
の
方
が
移
住
を
さ
れ
て
来 

て
い
ま
す
。 

ま
た
田
舎
体
験
の
取
組
み
で
は
、
毎
年
三
千
人
を
超
え
る
子
ど
も 

達
が
や
っ
て
来
て
、
自
然
と
地
域
の
中
で
時
間
を
過
ご
し
、
感
動
体 

験
を
し
ま
す
。
人
の
根
本
は
、
人
が
助
け
合
っ
て
生
き
る
と
い
う
こ 

と
で
す
。
そ
ん
な
社
会
が
日
野
町
に
は
あ
り
ま
す
。「
人
と
い
う
も 

の
は
、
え
え
も
ん
や
な
ぁ
」
そ
の
原
点
に
気
付
く
時
、
人
は
前
に
向 

い
て
生
き
て
行
け
る
と
思
い
ま
す
。 

 

 

今
年
は
日
本
国
憲
法
公
布
七
十
周
年
の
年
。
私
た
ち
大
人
が
、
二 

度
と
戦
争
を
し
な
い
と
誓
い
、
子
ど
も
達
が
地
域
に
誇
り
と
愛
着
を 

持
て
る
よ
う
、
平
和
な
町
、
元
気
で
温
か
い
町
、
住
み
続
け
た
い
町
、 

住
ん
で
み
た
い
町
を
つ
く
る
た
め
、
共
に
力
を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 
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３月の活動予定 
 

４日 街頭補導 

８日 有害図書等立入調査 

１１日 街頭補導  

１５日 日野中学校卒業式 

 町外量販店パトロール 

１７日 少年補導委員会幹事会 

１８日 街頭補導 

２２日 有害図書等立入調査 

２５日 街頭補導 

  

センター職員随時パトロール 

万引き防止教室・薬物乱用防止教室開催 

桜
谷
幼
児
園
万
引
き
防
止
教
室 

 

日
野
町
少
年
補
導
委
員
会
と
日
野
町
少
年

セ
ン
タ
ー
で
は
、
東
近
江
警
察
署
生
活
安
全
課

の
協
力
を
得
て
、
十
二
月
十
八
日
に
、
桜
谷
幼

児
園
で
万
引
き
防
止
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

少
年
補
導
委
員
が
、
幼
稚
園
か
ら
小
学
校
低

学
年
用
に
作
成
し
た
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
の
劇
「
お

み
せ
の
も
の
を
と
っ
た
ら
ど
ろ
ぼ
う
で
す
よ
」

を
上
演
し
ま
し
た
。 

万
引
き
の
話
は
、
幼
稚
園
児
に
は
少
し
難
し

い
内
容
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
「
欲
し
い
物
が

あ
っ
て
も
お
店
の
物
は
お
金
を
払
わ
な
い
と

い
け
な
い
こ
と
」
や
「
他
人
の
物
と
自
分
の
物

は
違
う
こ
と
」
を
小
さ
い
時
か
ら
し
っ
て
も
ら

お
う
と
制
作
し
ま
し
た
。 

 
 

南
比
都
佐
小
学
校
・
桜
谷
小
学
校
で
は 

薬
物
乱
用
防
止
教
室 

一
月
二
十
六
日
南
比
都
佐
小
学
校
、
二
月
一
日
桜

谷
小
学
校
で
は
、
日
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
と
東

近
江
警
察
署
生
活
安
全
課
、
日
野
町
少
年
セ
ン
タ

ー
が
薬
物
乱
用
防
止
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見
た
り
、
日
野
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ

の
腹
話
術
で
ク
イ
ズ
を
交
え
た
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

薬
物
を
乱
用
す
る
と
脳
が
破
壊
さ
れ
る
こ
と
や

自
分
だ
け
で
な
く
家
族
や
社
会
に
も
迷
惑
が
か
か

る
こ
と
、
「
や
せ
て
綺
麗
に
な
る
よ
」
「
頭
が
よ
く

な
る
よ
」
な
ど
薬
物
乱
用
へ
の
甘
い
誘
い
に
は
キ

ッ
パ
リ
断
る
、
そ
の
場
を
離
れ
る
こ
と
を
聞
き
ま

し
た
。 

ま
た
、
東
近
江
警
察
署
か
ら
は
、
薬
物
だ
け
で

な
く
お
酒
や
た
ば
こ
も
未
成
年
は
ダ
メ
で
す
。
飲

ん
だ
り
吸
っ
た
本
人
も
補
導
さ
れ
る
け
ど
、
売
っ

た
人
や
場
所
を
提
供
し
た
人
も
罰
せ
ら
れ
ま
す
と

お
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

桜
谷
小
学
校
で
は
、
薬
物
乱
用
防
止
教
室
の
感

想
を
「
薬
は
病
気
を
治
す
味
方
に
も
な
る
け
れ
ど
、

敵
に
も
な
る
こ
と
が
分
か
っ
た
」「
薬
物
乱
用
は
ダ

メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
と
い
う
こ
と
が
よ
く
分
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。 

最
後
に
、
み
ん
な
で
薬
物
乱
用
は
「
ダ
メ
。
ゼ

ッ
タ
イ
。
」
と
約
束
し
ま
し
た
。 

上：桜谷幼児園での様子 

右：ペープサート裏側では 

  少年補導員が奮闘 

 

 

左：南比都佐小学校 

薬物乱用防止教室 

下：桜谷小学校薬物 

乱用防止教室 

 

薬物乱用 

「ﾀﾞﾒ。ゼッタイ。」

「
未
来
の
子
も
達
の
た
め
に
」 

 
 

 
 

日
野
町
少
年
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
会
長 

 

藤 

澤 

直 

広 



 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

   
 
 少年センターでは、少年に関する悩みや心配ごと相談を行っ
ています。本人だけでなく、家族の方の相談も受けています。 
無職少年の就労・就学の支援も行っています。  
お気軽にお越しください。秘密は厳守します。 

 
○電話相談 ○面接相談 ○相談時間：月～金 9:00～16:30 
 

日野町少年センター （日野町勤労福祉会館 ２階） 

電話０７４８－５３－１３２５ 

 E-mail hino.t-syonen.c@rmc.ne.jp 

１人で悩まないでまずは相談を 

   
 

梅
の
香
り
が
漂
い
、
春
は
も
う
す
ぐ
そ
こ
ま
で
と
い
う
今
日
こ
の
頃
で

す
が
、
久
し
ぶ
り
に
い
い
歌
謡
曲
に
出
会
い
ま
し
た
。
〝
心
を
つ
な
ぐ
１０

円
玉
”
八
代
亜
紀
さ
ん
が
歌
っ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も
一
度
聞
い
て
下
さ

い
、
き
っ
と
心
に
響
く
か
な
？
と
思
い
ま
す
。 

 

歌
詞
の
内
容
を
少
し
紹
介
し
ま
す
と
私
た
ち
の
時 

代
、
遠
い
昭
和
の
年
代
で
す
が
、
卒
業
間
近
の
最
後 

の
授
業
で
先
生
が
生
徒
さ
ん
に
小
さ
な
袋
に
入
っ
た 

１０
円
玉
を
一
人
一
人
に
手
渡
し
「
苦
し
い
時
に
は 

電
話
を
か
け
て
こ
い
、
君
は
独
り
じ
ゃ
な
い
ん
だ
よ
、 

ど
ん
な
時
で
も
電
話
を
か
け
て
こ
い
。
」
そ
の
小
さ 

な
袋
の
１０
円
玉
と
言
葉
は
今
も
私
の
宝
物
と
い
う
内
容
の
歌
詞
で
す
。 

 

今
の
時
代
に
１０
円
玉
で
電
話
と
は
ピ
ン
と
来
な
い
か
も
知
れ
ま
せ
ん

が､

作
詞
家
の
先
生
に
は
今
の
少
年
達
の
心
を
的
確
に
捉
え
気
持
ち
が
わ

か
っ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ
ん
。 

 

携
帯
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
現
代
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
る
と
思
い

ま
す
。
悩
み
が
あ
れ
ば
一
人
で
悩
ま
ず､

最
も
身
近
な
保
護
者
や
家
族
に

相
談
、
恩
師
の
先
生
に
相
談
、
少
年
セ
ン
タ
ー
で
も
い
い
で
す
、
相
談
す

る
と
こ
ろ
は
一
杯
あ
り
ま
す
。
自
分
一
人
で
悩
ま
な
い
で
、
行
動
を
起
こ

す
前
に
ま
ず
相
談
、
テ
レ
ビ
や
新
聞
の
ニ
ュ
ー
ス
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

卒
業
さ
れ
る
皆
さ
ん
に
限
ら
ず
高
校
生
や
中
学
生
に
贈
り
た
い
歌
謡
曲

「
心
を
つ
な
ぐ
１０
円
玉
」
で
す
。 

 
 

編
集
後
記
の
「
ひ
と
り
ご
と
」
も
い
よ
い
よ
最
終
回
と
な
り
ま
し
た
。

次
回
か
ら
は
新
し
い
企
画
で
読
ん
で
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
る
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
「
少
年
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り
」
と
も
ど
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

「
ひ
と
り
ご
と
」 

訂正とお詫び 
 少年センターだより平成27年 11月 12日号の東近江警察署日野警部交番

所長の「非行少年に思うこと」の文章中『傷害』が『障害』となっていま

した。 

正しくは『傷害』です。ここに訂正してお詫び申し上げます。 

       ★☆★用語説明★☆★ 

○犯罪少年・・・14 歳以上 20 歳未満で、罪を犯した少年（交通事故による業務上過失犯を除く） 
○触法少年・・・14 歳未満の少年で、刑罰法令に触れる行為をした少年 
○刑法犯少年・・・犯罪少年と触法少年の総称 
○特別法犯少年・・・20 歳未満の少年で、特別法令に違反する行為をした少年（交通関係法令違 

反を除く） 
○ぐ犯・不良行為少年・・・不良行為（罰則の適用はないが、喫煙等少年の健全育成上やめさせる 

べき行為）をしている者で、そのまま放置すると非行に進む危険性のある少年 
○非行少年・・・前記少年の総称 

平成27年 平成26年

42 72 ▼ -30

うち女子 3 8 ▼ -5

21 27 ▼ -6

うち女子 3 1 △ 2

63 99 ▼ -36

うち女子 6 9 ▼ -3

7 14 ▼ -7

うち女子 0 0

521 788 ▼ -267

うち女子 75 129 ▼ -54

591 901 ▼ -310

うち女子 81 138 ▼ -57

特　別　法　犯　少　年

ぐ 犯・不良行為少年

合　　　　　　　　　計

前年比

刑
法
犯
少
年

犯　罪　少　年

触　法　少　年

小　　　　　　計

１ 平成２７年中の少年の検挙・補導状況 

 

刑法犯で検挙や補導をされた少年のう

ち、万引きや自転車盗等の窃盗で捕まっ

た少年が、全体の 66%を占め、最も多くな

っています。 

次に多いのが、子ども同士のトラブル

等による暴行や傷害です。 

その他では、公務執行妨害で２人の少

年を逮捕する等しました。 

２ 刑法犯少年の状況 

３ 不良行為少年の状況 

子どもの深夜の外出は危険です。 

保護者の方は、特別な理由がある

場合を除き、深夜（特に午後 11 時か

ら午前５時までの間）に 18 歳未満の

子どもを外出させないように努 

めてください。 

滋賀県警察サイバー犯罪対策室が、 

日野中学校 1 年生を対象に携帯安全 

安心教室」を開催しました！ 

 

トラブルを防ぐための７つの約束 

１ あやしいサイトには絶対にアクセスしない。 

２ 利用する時間を決める。 

３ インターネット上に名前や住所などの個 

人情報をのせない。 

４ 他人にＩＤ・パスワードを教えない。 

５ ゲームのやり過ぎ（課金行為）に注意する。 

６ フィルタリングソフトを導入する。 

７ 困ったときは、大人に相談する。   

日野ライオンズクラブや東近江警察署等が、南比都佐小学校 

６年生を対象に「薬物乱用防止教室」を開催しました！ 

 

写真(平成 28 年 1 月 26 日 
南比都佐小学校) 

自分だけは大丈夫だと思っていませんか？ 

やめたくても、やめられなくなるのが薬物の

怖さです。 

たった１回でも薬物乱用になります。 

薬物の乱用は、法律で厳しく処罰されます。 

そして、あなたの人生を破滅させます。 

無責任な甘い誘いにのってはいけません。 

断る勇気があなたを守ります。 

写真(平成 28 年 1 月 15 日日野中学校) 

mailto:hino.t-syonen.c@rmc.ne.jp
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